
１

は
じ
め
に

当
為
表
現
の
理
論
的
・
形
態
的
枠
組
み
は
研
究
者
間
で
一
致
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
研
究
方
法
も
対
象
も
区
々
で
あ
る
。
本

書
で
は
、
研
究
対
象
を
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
の
よ
う
な
、
否
定
条
件
を
表
す
前
項
部

と
、
禁
止
を
表
す
後
項
部
と
の
二
重
否
定
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
と
明
確
に
規
定
し
、
そ
の
生
成
と
選
択
・
定
着
過
程
を
史
的
に
論
じ
て

い
る
。

資
料
と
し
て
、
江
戸
語
に
洒
落
本
・
滑
稽
本
・
人
情
本
お
よ
び
噺
本
、
近

世
後
期
上
方
語
と
尾
張
方
言
に
洒
落
本
、
東
京
語
・
関
西
語
（
明
治
以
降
の

近
畿
方
言
）
に
小
説
を
主
た
る
資
料
と
し
て
用
い
、
さ
ら
に
国
定
教
科
書
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
の
定
着
度
合
い
を
検
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
言
語

地
図
（
Ｇ
Ａ
Ｊ
・
Ｎ
Ｌ
Ｊ
な
ど
）
を
使
っ
て
言
語
地
理
学
的
な
解
釈
を
加
え

て
い
る
。

２

本
書
の
構
成

本
書
の
章
・
節
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
紙
幅
の
関
係
か

ら
、
第
一
章
か
ら
第
七
章
に
設
け
ら
れ
た
「
は
じ
め
に
」「
本
章
の
ま
と

め
」、
お
よ
び
各
節
の
小
見
出
し
は
省
略
し
た
。

序
章

研
究
の
視
点
と
方
法

第
一
節

研
究
の
立
場
と
範
囲

第
二
節

考
察
の
手
順

第
三
節

研
究
史

第
一
章

江
戸
語
に
お
け
る
否
定
表
現
・
当
為
表
現
の
ヌ
系
か
ら
ナ
イ
系
の

変
遷
に
つ
い
て

│
│
話
者
と
聞
き
手
の
社
会
的
関
係
・
親
疎
関
係
│
│

第
一
節

変
遷
の
様
子

第
二
節

場
面
・
人
間
関
係
に
よ
る
使
用
状
況

〔
書
評
〕

湯
浅
彩
央
著
『
近
代
日
本
語
の
当
為
表
現
』

鶴
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第
二
章

関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

第
一
節

前
項
部
の
様
子
（
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
を
中
心
に
）

第
二
節

後
項
部
の
様
子
（
ナ
ラ
ナ
イ
・
イ
ケ
ナ
イ
を
中
心
に
）

第
三
章

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究

│
│
当
為
表
現
と
の
関
わ
り
か
ら
│
│

第
一
節

調
査
資
料

第
二
節

Ｇ
Ａ
Ｊ
の
様
子

第
三
節

文
献
資
料
の
様
子

第
四
節

当
為
表
現
と
の
比
較

第
四
章

近
世
期
尾
張
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

第
四
章

近
世
期
尾
張
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現

第
一
節

調
査
資
料

第
二
節

当
為
表
現
の
様
子

第
三
節

禁
止
表
現
の
様
子

第
四
節

Ｇ
Ａ
Ｊ
と
の
比
較

第
五
章

近
世
期
尾
張
方
言
資
料
に
お
け
る
当
為
表
現
・
禁
止
表
現

第
一
節

先
行
研
究

第
二
節

ナ
ラ
ン
・
イ
カ
ン
・
ア
カ
ン
の
様
子

第
三
節

当
為
表
現
・
禁
止
表
現
の
比
較
│
│
言
語
地
図
と
の
対
照

第
六
章

国
語
教
科
書
に
お
け
る
当
為
表
現
の
変
化

│
│
明
治
か
ら
昭
和
二
〇
年
代
に
か
け
て
│
│

第
一
節

近
世
後
期
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
の
様
子

第
三
節

国
定
国
語
教
科
書
の
様
子

第
四
節

否
定
助
辞
の
様
子

第
七
章

当
為
表
現
の
全
国
分
布
と
そ
の
解
釈

第
一
節

Ｇ
Ａ
Ｊ
の
分
布
と
そ
の
解
釈

第
二
節

Ｎ
Ｌ
Ｊ

第
三
節

両
図
の
比
較
・
対
照

終
章

近
代
日
本
語
研
究
に
お
け
る
中
央
語
と
方
言

３

各
章
の
概
略

ま
ず
、
各
章
ご
と
に
概
略
を
記
す
。

第
一
章
は
、
近
世
後
期
江
戸
語
の
否
定
表
現
と
当
為
表
現
と
を
、
否
定
の

助
動
詞
ヌ
・
ナ
イ
の
交
代
を
も
と
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
語
に
お
い

て
否
定
の
ヌ
・
ナ
イ
は
、
東
国
語
系
統
の
ナ
イ
が
、
次
第
に
ヌ
を
凌
駕
し
て

い
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
ま
ず
そ
の
様
相
を
話
者
の
位
相

と
待
遇
表
現
と
の
関
わ
り
で
説
明
し
、
当
為
表
現
も
こ
れ
と
連
動
し
た
形
で

生
成
さ
れ
て
い
く
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
項
部
ネ
バ
・

後
項
部
ナ
ラ
ヌ
な
ど
を
ヌ
系
、
前
項
部
ナ
ケ
レ
バ
・
後
項
部
ナ
ラ
ナ
イ
な
ど

を
ナ
イ
系
と
し
、
当
初
よ
り
前
項
部
と
後
項
部
は
ヌ
系
・
ナ
イ
系
が
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
お
り
、
時
代
が
下
る
に
従
い
ナ
イ
系
が
主
と
な
っ
て
い
く
と
述
べ

る
。
資
料
と
し
て
、
先
ず
洒
落
本
・
滑
稽
本
・
人
情
本
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ

明
和
〜
寛
政
、
文
化
文
政
、
天
保
と
時
代
区
分
を
行
い
、
さ
ら
に
噺
本
に
よ

っ
て
変
遷
の
時
代
的
展
開
を
補
強
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
関
東
地
方
に
お
け
る
当
為
表
現
を
前
項
部
・
後
項
部
そ
れ

五
四



ぞ
れ
に
つ
い
て
、
文
献
に
徴
し
た
江
戸
語
・
東
京
語
の
史
的
展
開
と
、
言
語

地
図
を
用
い
た
言
語
地
理
学
的
解
釈
と
を
併
せ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
前
章
で
行
っ
た
前
項
部
・
後
項
部
の
抽
出
を
よ
り
精
密
に
し
、
明

治
か
ら
大
正
の
東
京
語
の
実
態
を
加
え
て
い
る
。
前
項
部
は
、
ナ
イ
ケ
レ

バ＞

ナ
ケ
レ
バ
、
ナ
イ
デ
ハ＞

ナ
ク
テ
ハ
と
変
化
し
ナ
イ
系
の
ナ
ケ
レ
バ
・

ナ
ク
テ
ハ
に
収
斂
す
る
様
が
見
ら
れ
る
。

第
三
章
は
、
上
方
語
・
関
西
語
、
江
戸
語
・
東
京
語
の
禁
止
表
現
の
史
的

変
化
を
論
じ
て
い
る
。
上
方
語
ナ
ラ
ヌ
か
ら
関
西
語
ア
カ
ン
系
、
江
戸
語
ナ

ラ
ナ
イ
か
ら
東
京
語
で
は
イ
ケ
ナ
イ
と
な
る
。
ア
カ
ン
は
東
京
語
に
は
伝
播

せ
ず
、
ダ
メ
が
登
場
し
東
西
対
立
の
図
式
が
生
ま
れ
る
。
当
為
表
現
に
は
ナ

ル
系
が
残
存
し
、
イ
ク
系
（
イ
カ
ナ
イ
・
イ
ケ
ナ
イ
）
へ
の
移
行
は
禁
止
表

現
よ
り
遅
れ
る
。

第
四
・
五
章
は
、
洒
落
本
・
雑
俳
を
資
料
に
近
世
後
期
尾
張
方
言
の
当
為

表
現
・
禁
止
表
現
の
実
態
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
前
項
部
は
位
相
・
待
遇

に
よ
る
使
い
分
け
が
見
ら
れ
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
は
ニ
ャ
、
上
位
者
同

士
に
は
ナ
・
ン
が
使
わ
れ
、
ズ
バ
は
消
え
て
い
る
。
後
項
部
は
位
相
に
か
か

わ
ら
ず
ナ
ル
マ
イ
・
ナ
ラ
ズ
・
ナ
ラ
ン
・
イ
カ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

禁
止
表
現
は
当
為
表
現
と
重
な
る
が
イ
カ
ン
に
変
化
し
て
い
く
。
ン
・

ナ
、
イ
カ
ン
の
よ
う
な
新
形
式
の
出
現
は
上
方
よ
り
も
早
い
。
第
五
章
は
さ

ら
に
形
態
を
も
と
に
分
類
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ナ
ラ
ン
系
は
当
為
表
現

が
多
く
禁
止
表
現
も
あ
る
。
イ
カ
ン
系
は
「
不
良
」
が
多
く
、
禁
止
表
現
は

少
な
い
。
ア
カ
ン
系
は
ま
だ
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

後
項
部
に
関
し
、
禁
止
表
現
に
は
コ
ト
ハ
＋
ナ
ラ
ン
、
テ
ハ
＋
イ
カ
ン
の

よ
う
に
前
項
部
と
の
対
応
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
語
地
図
に
も
言
及
し
、

禁
止
表
現
で
東
日
本
の
ダ
メ
（
後
項
部
）、
関
西
語
の
タ
ラ
（
前
項
部
）
が

あ
り
、
東
西
中
央
語
の
緩
衝
地
帯
の
様
相
を
呈
す
と
述
べ
て
い
る
。

第
六
章
で
は
国
定
教
科
書
な
ど
の
国
語
教
科
書
を
資
料
と
し
、
近
世
後
期

の
展
開
が
標
準
語
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
収
束
を
迎
え
る
か
を
述
べ
て
い

る
。国

定
教
科
書
以
前
は
、
後
項
部
に
ベ
シ
系
（
ベ
カ
ラ
ズ
な
ど
）
が
優
勢
で

あ
る
が
次
第
に
ナ
ル
系
に
転
じ
る
。
国
定
教
科
書
に
お
い
て
は
、
前
項
部
に

ナ
ケ
レ
バ
、
後
項
部
に
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
が
主
で
あ
る
。
文
学
作
品
に
比

べ
て
、
後
項
部
に
ナ
ル
系
が
多
い
の
は
規
範
性
が
重
視
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
当
時
ナ
ケ
レ
バ
・
ナ
ク
テ
ハ
＋
ナ
ラ
ヌ
・
ナ
ラ
ナ
イ
が
代
表
的
、
一
般

的
な
形
だ
っ
た
の
で
教
科
書
に
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
後
項
部
で
は

ヌ
も
少
な
く
な
い
が
、
前
項
部
で
は
ナ
イ
系
が
否
定
助
辞
よ
り
も
先
ん
じ
て

用
い
ら
れ
て
お
り
前
項
部
と
後
項
部
で
異
な
っ
た
傾
向
を
見
せ
る
。
ま
た
江

戸
語
の
ズ
バ
＋
ナ
ル
マ
イ
の
呼
応
関
係
が
弛
緩
し
て
お
り
ズ
バ
の
衰
退
が
明

ら
か
で
あ
る
。

第
七
章
は
、
言
語
地
図
に
お
け
る
当
為
表
現
と
そ
れ
に
関
連
す
る
恒
常
仮

定
条
件
と
禁
止
表
現
の
分
布
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
為
表
現

の
前
項
部
が
恒
常
仮
定
、
後
項
部
が
禁
止
表
現
で
、
そ
の
結
合
体
と
し
て
の

当
為
表
現
と
比
べ
る
こ
と
で
当
為
表
現
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。当

為
表
現
の
単
独
形
式
と
の
違
い
は
、
形
式
が
限
定
さ
れ
か
つ
古
い
分
布

を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
前
項
部
と
恒
常
仮
定
は
、
近
畿
ン
・
ナ
、
関
東
バ
と

湯
浅
彩
央
著
『
近
代
日
本
語
の
当
為
表
現
』
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東
西
で
異
な
る
。
た
だ
し
、
恒
常
仮
定
に
多
用
さ
れ
る
タ
ラ
・
ナ
ラ
は
当
為

表
現
に
は
見
ら
れ
な
い
。
後
項
部
は
周
圏
分
布
の
様
相
を
呈
す
る
が
、
禁
止

表
現
で
は
多
様
な
形
式
が
見
ら
れ
る
。

終
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
と
、
文
学
作
品
に
加
え
て
言
語
地
図

や
国
定
教
科
書
を
用
い
る
こ
と
の
意
義
と
を
再
説
し
、
残
さ
れ
た
課
題
の
見

通
し
お
よ
び
今
後
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
関
東
の
イ
ケ
ナ
イ

が
関
西
か
ら
の
伝
播
で
は
な
く
独
自
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

こ
こ
で
付
け
加
え
て
い
る
。

４

本
書
の
成
果
お
よ
び
展
望

以
上
の
内
容
に
つ
い
て
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
つ
つ
そ
の
意
義
を
述

べ
る
。

本
書
は
、
既
発
表
論
文
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
貫
し
て
当
為

表
現
の
前
項
部
・
後
項
部
の
諸
要
素
の
種
類
と
そ
れ
ら
の
結
合
の
実
態
と

を
、
時
代
と
地
域
と
い
う
二
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
説
明
し
て
い
る
。
前
項
部

に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
江
戸
語
に
お
け
る
否
定
の
ヌ
か

ら
ナ
イ
へ
の
交
代
な
ど
で
説
明
し
、
後
項
部
は
江
戸
で
ナ
ル
系
か
ら
イ
ク

系
、
上
方
で
ナ
ル
系
か
ら
ア
カ
ン
へ
の
変
化
の
様
を
詳
述
し
て
い
る
。
ま

た
、
否
定
や
禁
止
な
ど
の
単
独
表
現
と
、
当
為
表
現
に
お
け
る
条
件
と
禁
止

と
は
互
い
に
同
期
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
変
化
は
様
相
を
異
に
す

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
課
題
は
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。

現
代
語
の
共
時
的
研
究
で
当
為
表
現
後
項
部
ナ
ラ
ナ
イ
／
イ
ケ
ナ
イ
の
差

異
は
選
択
可
能
性
や
文
体
と
い
っ
た
基
準
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
文
体
差
が
生
じ
る
理
由
は
既
に
通
時
的
解
釈
を
提
供
し
て
い
る
と
思
う

が
、
他
に
つ
い
て
本
書
の
研
究
結
果
が
ど
の
よ
う
な
評
価
を
も
た
ら
し
、
複

合
辞
の
生
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
い
か
な
る
視
座
を
提
供
す
る
の
か
、
今
後
の

展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

本
書
の
方
法
論
的
特
徴
は
、
単
に
一
地
域
の
実
態
、
通
時
相
の
記
述
だ
け

で
は
な
く
、
時
間
的
変
化
と
地
理
的
分
布
を
立
体
的
に
捉
え
て
い
る
点
、
文

献
学
に
加
え
言
語
地
図
を
用
い
た
言
語
地
理
学
的
解
釈
を
行
っ
て
い
る
点
に

あ
る
。
さ
ら
に
、
標
準
語
に
お
け
る
当
為
表
現
の
形
式
の
定
着
と
い
う
こ
と

を
射
程
に
入
れ
て
い
る
た
め
江
戸
語
・
東
京
語
の
ウ
エ
イ
ト
が
大
き
い
が
、

江
戸
・
東
京
と
上
方
・
関
西
の
実
態
と
「
緩
衝
地
帯
」
の
尾
張
の
使
用
実
態

を
細
か
に
論
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
形
の
対
比
に
よ
っ
て
各
地
域
の
変
化
と
定

着
の
過
程
を
描
い
て
い
る
点
に
も
本
書
の
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
が
伝
播
に
よ
る
も
の
か
否
か
、
相
互
に
ど
の
よ
う
な
影
響

関
係
を
持
っ
て
い
る
か
に
言
及
し
て
い
る
。

尾
張
戯
作
に
つ
い
て
は
、
師
で
あ
る
彦
坂
佳
宣
氏
の
詳
細
な
論
考
に
触
発

さ
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
が
、
調
査
結
果
を
受
け
て
洒
落
本
の
尾
張
方
言
資

料
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
師
説
に
何
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
も

明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
本
書
に
は
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

江
戸
語
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
尾
張
洒
落
本
の
性
格
を
考
察
し
て
い
る
。
資

（
�
）

料
の
評
価
に
つ
い
て
一
つ
の
新
し
い
試
み
で
あ
る
。

資
料
に
言
語
地
図
を
加
え
た
こ
と
で
、
文
献
だ
け
で
は
見
え
に
く
い
あ
る

五
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い
は
現
れ
て
こ
な
い
事
実
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
る
。
イ
ク
系
が
上
方
か
ら
移

入
さ
れ
た
と
い
う
従
来
説
に
対
し
て
控
え
め
な
が
ら
疑
義
を
呈
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
言
語
地
図
の
分
布
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実

際
、
江
戸
洒
落
本
に
は
早
く
か
ら
イ
ク
系
の
例
が
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
の

（
�
）

で
、
用
例
の
補
強
に
よ
っ
て
こ
れ
が
覆
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。
そ

の
際
、
複
合
辞
の
研
究
で
は
も
と
の
自
立
語
と
の
関
係
（
意
味
の
衰
退
・
分

化
）
が
問
題
と
な
る
の
で
、
イ
ク
、
イ
ケ
ル
、
オ
エ
ル
、
ナ
ル
と
い
っ
た
動

詞
自
体
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
か
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
考
え

る
。文

学
作
品
か
ら
用
例
を
得
る
方
法
は
偶
然
が
作
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
実

際
近
年
の
近
世
語
研
究
を
見
て
も
、
他
資
料
に
よ
っ
て
結
論
が
覆
さ
れ
る
例

が
見
ら
れ
る
。
言
語
地
図
を
用
い
て
、
そ
の
危
う
さ
を
理
論
的
に
補
う
こ
と

の
一
つ
の
方
法
を
示
し
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

文
献
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て
言
え
ば
、
文
学
作
品
か
ら
抽
出
し
た
も
の
を

一
種
の
「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
江
戸
資
料
を
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
時
代
的
な
ま
と
ま
り
と
し
、
噺
本
を
そ

れ
に
並
列
的
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
評
者
も
賛
同
す
る
る
が
、
同
時

に
個
々
の
作
品
に
さ
ら
な
る
検
証
を
加
え
る
こ
と
が
、
資
料
観
や
個
々
の
資

料
が
時
代
言
語
の
記
述
に
有
効
か
を
保
証
す
る
手
段
に
な
る
と
思
う
。
近
年

の
近
世
語
研
究
に
は
個
々
の
資
料
を
無
批
判
に
あ
る
い
は
等
質
的
に
扱
い
、

得
ら
れ
た
用
例
を
そ
の
ま
ま
各
時
代
各
地
域
の
言
語
実
態
と
す
る
例
が
見
ら

れ
る
。
終
章
に
は
資
料
論
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
江
戸
語
、
上
方
語
、
尾
張
方
言
の
研
究
に
は
そ
れ
が
具
体
的
に
実
現
す
る

で
あ
ろ
う
。

複
合
辞
的
研
究
に
限
ら
な
い
が
、
説
明
の
前
に
各
形
式
の
正
確
な
記
述
が

先
ず
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
書
も
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
進
め
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
と
も
そ
の
方
針
を
貫
き
新
た
な
知
見
を
加
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
す
る
。

評
者
は
近
世
江
戸
語
の
研
究
を
専
ら
と
し
て
い
る
の
で
、
興
味
の
対
象
が

偏
っ
て
い
る
こ
と
、
言
語
地
理
学
に
暗
く
こ
の
点
で
の
理
解
が
行
き
届
か
な

か
っ
た
こ
と
を
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
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